
『日本航空学術史』『研三・A-26・ガスタービン』『航研機』について

2021年 5 月

国立科学博物館産業技術史資料情報センター長　鈴木一義

粟野誠一先生から，『日本航空学術史（1910 1945）』，『わが国航空の軌跡　研三・A-26・ガスター
ビン』，『東大航空研究所試作長距離機「航研機」』 3 冊（いずれも日本航空学術史編集委員会編）につ
いて相談を受けたのは1999年11月末であった。粟野先生は，1990年に最初の『日本航空学術史（1910
1945）』を出版された頃，東京大学先端科学技術研究センター建設に伴う旧航空研究所跡地に残る資料
の調査とその収集・保存の依頼に，航空分野の担当であった私を尋ねて来られてからのお付き合いで
あった。相談は，膨大な旧航空研究所資料を何とか国立科学博物館に収集し終えた頃であり，その整
理のためにも 3 冊は欠かせない本であった。
粟野先生によれば，日本航空学術史編集委員会は相談当時，粟野先生が一人で行なっている会とな

っており，その著作権を含めて引き継ぐところがない。また上記 3冊は，粟野先生が全て個人的に負
担した上で発行してきたとのことで，編集委員会（粟野先生）が著作権を持つ 3 冊の本について，粟
野先生が高齢な事もあり，残部の引き取りと合わせて著作権についても博物館に譲りたいとのことだ
った。当時の博物館では版権譲渡は難しく，結局，私が個人的に一時預かることになった。
　 3冊の編さんは，昭和21年（1946年）に編集が開始され，我国の航空の歩みと技術を，その実際の
当事者や関係者からの記述によって記録に残そうという，気が遠くなるような事業であった。終戦に
より航空分野は禁止され，資料も焼失，消滅に近い状況であり，また要請に応じた220名の執筆者らも
新たな時代に向けて歩み出した時期であり，当時の記憶を思い起こし，簡潔に書かれた概要や成果に
加え，所感には無念の思いや憤りも散見する。記述するその心情はいかばかりのものであっただろう
か。自身も執筆者である粟野先生は，そのかつての同僚たちの思いを受け取り，編さん開始から実に
45年もの年月をかけて，出版にこぎ着けたのである。
本書とその記述には，航空分野だけで無く，より多くの技術者に，また技術を利用するあらゆる人

たちに読んで，かみしめてほしい行間がある。
わずかな部数の限定出版だった『日本航空学術史（1910 1945）』であったが，三樹書房の厚意と尽

力により再版がなった。粟野誠一先生，そして本書に寄稿された執筆者の方々に深く感謝の念と敬意
を表し，その思いが次の時代へと引き継がれていくことを願ってやまない。
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